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アーリーオレンジの

施 肥について

宮崎県総合農業試験場果樹部

波多野 洋

は じめ に

暖地の早生温州ミカンは，果肉先熟の現象が強

く現われるO したがって南九州の早生温州ミカン

は，これを利用して 8月下旬からアーリーオレン

ジの愛称で出荷されている。

施肥について述べる前に， アーリーオレンジの

生産で、は環境〈とくに生育期間中の気温〉 が相当密

按に関係しているようなので，+J<i市環境と施肥に

ついてその概要を述べる。

なおアーリーオレンジは以前，青切ミカンと rr子

ばれていたが，数年前からアーリーオレンジの名

で出荷されるようになったので，ここでもアーリ

ーオレンジと呼ぶことにしt::..o

1. アーリーオレンジの栽培環境

アーリーオレンジについて大事なことは，果汁

I1ごIのクエン酸が 2%以下，糖度は 8度 (届折糖度

計で〉以|二になり，食用可能となることである O

これには環境条件が大きく支配する。

第 1表は，果汁仁|ごIのクエン酸の推移を産地別に

まとめたものである。

第 1表 宮崎県内産地別早生ミカンのクエン酸の変化

(宮崎県総合決栄誌験場果樹l}Jn

!Uj定jji=f---主型 日南市 宮崎市 延岡市

9 月 12日 2.01 % 2.01 % 2.48 % 

9 月 25日 1. 59 1.66 1.93 

10月 10日 1.17 1.34 1.48 

年平均気温 17.5 16.8 'c 16.1 'c 

おi 山 Jii半生10年生について

これと年平均気温を組合せてみると， アーリー

オレンジではクエン酸の減少は，年平均気温が高

¥ i所ほど，早い!時期から始まる傾向がある。また

産地内でも地形等で気温の変化があり，圃場別に

分級して収穫時期を決めるようになってし 1る。

と 不1.
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2. アーリーオレンジの施肥について

イ.施肥基準と施肥量

現在宮崎県で示されている施肥基準は第 2表の

とおりであるO

第 2表施肥基準(10日当り施肥量〕

土壌事ト~ 路用時期 N P20s K20 

春 9.8kg 4.0kg 7.0kg 

鉱質土壌 秋 14.'7 6.0 10.5 

E十 24.5 10.0 17.5 

呑 8.2 4.0 4.5 

火山灰蜘ヤ)li秋計 12.3 6.0 9.0 

20.5 10.0 15.0 

注 10a当り 50木植収畳 3.5トン

この基準に示したように，火山灰土〔黒ホヤ〉で

は枝梢が徒長する傾向にあるので，窒素について

は，鉱質土壌より 20銘減らすようにしている。

加盟についても，苦土欠亡症が発生しやすいこ

となどから，約20%鉱質ニト.壊よりも減らして施用

する方針である。

この施肥基準にもとづき，各地域ごとに技術員

会が中心になり，複合肥料の施肥設計を立ててい

る。

ここでは日市地方で使)+1されている複合肥料の

例を第 3表に示したO この設計でもわかるよう

に，施肥は春，秋の 21亘|にとどめ，夏肥を抜い

て，なるたけ窒素の返さやきをさけるようにしてい

る。

アーリーオレンジでは収穫|時の果皮は緑色であ

るから，あまり宝素がききすぎると果皮の色が暗

総色となり，果肉の熟度が進まず，外観上も不利

になりやす¥¥。したがって，夏季の窒素の迎ざき

を警戒することになる。

しかし窒素をあまり減らすと，樹勢の維持が出

来なくなるので，春秋の 21亘r，緩効性の窒素をかl

えて施肥の調節をおこなっている O

口.施肥時期および割合について

アーリーオレンジの収穫は 8月下旬から始ま

り， 10月ヒ句には終了するので，まだ気温・地温

も高いnすj切にあり，収穫後施肥を行っても十分吸

収される|時期にあると考えられる O

そこで，施肥割合は窒素を1=1-1心にして考える

と，秋11巴に年間施用量の6096を施肥する秋IJ巴重点

の施肥方法をとっている O
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第 3表 アーリーオレンジに施肥された複合肥料の例

~ N PzUs Kzu 配合原料及ぴ割合

f 

守手 HE 11.0% 5.0% 10.0% 硫1J013%ホルム N4% FTE3% 

骨粉7%CD U8%アズミン13%

燐硝安加里8号40%ヒマシ粕20%

秋 HE 12.0% 6.0% 7.0% 硫加 G%ホルム N5%骨粉10%

CDU6%アズミン 13%

注 20kg 1袋，原料の刻合は重量

司会いこの地方は秋の気温が吉iJ合長期間咳く，降

;前をみるのは11月下旬から12)o]上旬であるから，

施肥された窒素も相当吸収されると推定してい

るO

また春肥については，早春 2月下旬から施用

し，早く分解，吸収される状態にするようにっと

めている。

このようにして，樹勢!日復と隔年結果の|坊止を

はかりながら，哀の窒素のJ!:)iぎきをさけるように

している。

ハ.苦土石灰の施用について

早生温州ミカンは普通温州ミカンに比較して，

717ニヒ欠亡症が出やすいことはよく知られている

と 科学 第三種郵便物認可 (9) 

が，これに加え南九州の土壌は一般に塩基類

が少なし、。

アーリーオレンジでは(とくに〉背土欠亡症

が発生すると，果汁中のクエン酸が多く，早

く収穫できないことになる。

とくに火山灰土においてはこの点を十分考

慮し，加里の多施用をさけ，苦土石灰を十分

に施用しなければならなし、。

現在，苦土石灰は標準的には10・a当り 200kg，-....，

400kgが施)刊されているが，土壌診断が進むにつ，

れこの量は変化すると忠われる。

3. 今後の問題点

アーリーオレンジでは果汁中のクエン酸の減酸

が，なるたけ早い時期から始まることが必要なこ

とは前にも述べたが，それに加えL級の大果で，

しかも果皮の薄い滑らかなミカンを作ることが要

求されている。

これについては品種系統の面からの検討も必要

であるが，施肥の面からも，樹勢の維持や葉面散

布剤による果実の肥大促進，減酸効果など究明す

る問題点も多く残されている O

……………; 
農林省は去る 3月30日， n仰156年度を目標年度とする「果樹農業振興基本方針」を決定したが， これによる ! 

と， I果実の需要の長期見通し」に即した果樹の植栽および果実の生産目標は次の通りである。

昭和56年度を目標とする果樹の植栽と果実の生産目標

果樹の種類
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